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1. 研 究 目的 と研 究 方 法

コ ン タク ト・イ ンプ ロヴ ィゼ ー シ ョ ン (Contact

Improvisation 以 下C.I.と 略 す) は1972年 合 衆 国

に て パ クス トン(Steve Paxton 1939-) に よっ て

始 め ら れ た ダ ンス の 即 興 形 式 で あ る。C.I.に は 即

興 活 動 を支 え るス キ ル につ い て の 示 唆 的 な 考 え方

や 指 導 法 が見 られ る一 方 で, 特 有 の用 語 法 が見 ら

れ, 英 語 を母 国 語 と し ない 我 々 に とっ て この 形 式

の 理 解 の 妨 げ と な っ て い る と考 え ら れ る。 こ う

した 問 題 意 識 か ら本 研 究 で はC. 工に お け る即 興 の

考 え方 を理 解 す る た め の 一 つ の ス テ ップ と して,

C.I.の 実 践 者 ら が 用 い る "arriving" とい う 語 に

着 目 し, そ の概 念 を明 らか に す る こ とを試 み るi。

 本 研 究 で 着 目 し た"arriving" と はC.I.ク ラ ス

の 導 入 部 を 指 す 語 で あ る。 先 行 研 究 に お い て は

arriving" と い う語 に 着 目 し た研 究 は 見 られ な

い が, 特 徴 的 な導 入 部 につ い て は言 及 さ れ, そ の

経 験 がC.I.の 即 興 を ス ム ー ズ に 行 う こ とを 可 能 に

す る と指 摘 さ れ て きて い る。 また本 研 究 者 は こ れ

まで に こ う した ク ラ ス の導 入 部 が つ く りだす 特 有

の 身 心 の 状 態 を 「心 が 身体 に耳 をす ます 状 態 」 と

指 摘 し, 実 践 に お け る そ の役 割 とそ の状 態 をつ

く りだ す 導 入 部 の 指 導 事 例 を報 告 した。 しか し

arriving" と い う語 は, 実 践 者 の 記 事 に お い て

多 く見 られ る こ とが な く, 語 の概 念 を吟 味 す る に

は 至 っ て い なか っ た。

 研 究 方 法 は 機 関 誌 Contact Quarterly. (1975-

2005)及 び 学 術 誌 にお け る実 践 者 に よ る記 事 及 び

実践 者 に よ る文 献 を対 象 と した文 献資 料研 究 で あ

る。 ま た, C.I.へ の 参 与 観 察 記 録 及 び 指 導 者 へ の

イ ン タ ビュ ー 記 録 を参 考 に した。

2. 結 果 と考 察

(1) "arriving" 一 心 を 身体 に 到着 させ る こ と

 ス ミ ス に よ る 記 事 「"Arriving/How to put

your mind where your body is."」に は, どの よ

う に 身 体 の 感 覚 を 開 き, い か に心(mind)を 身

体 の 感 覚 に 集 中 させ る か, い か に 心 を 現 在 に至

らせ る か の プ ロ セ ス が 書 か れ て い るii。こ の 場 合

arriving" とは 身体 の 感 覚 を 開 き, 心 を 身 体 の

現 在 に到 着 させ る こ と を意 味 す る と捉 え られ る。

 カ ル テ ン ブ ル ンナ ー は ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ の

項 目の 一 つ と して[to]arrive in the space, or to

land" と説 明 し て い るiii。こ の"land"は 床 に

転 が り, 身 体 の重 さ の感 覚 に集 中す る こ と と捉 え

ら れ, 前 述 の 心 を 身 体 に 到 着 さ せ る こ と と, ほ

ぼ同義 と考察 され る。一方[to]arrive in the

space' の実際は, 空間を歩 くことや走ることと

説明されてお り, 身体が空間に慣れること, とも

考えられる。が, 空間に慣れるではなく到着する

という表現には, 身体はその空間にありながらも,

まだ十分にその空間に到着 していない要素がある

ことを暗に示していると考察される。それはその

空間から受ける印象が心に十分に連絡されていな

い状態と考えられる。[tol arrive in the space'

とは空間から感覚が受ける様々な印象に心の焦点

を合わせること, と解釈される。

(2) C.I. における心と身体 と"arriving"

実践者 らはウォーミングアップという語 も用い

ているが何故"arriving"と いう語を併用 してい

るのだろうか。 この問いにはC.I.における心 と身

体の役割を理解する事が助けとなるだろう。

C.I.では心とは意識 (consciousness) と同義語

で用いられ, 特定の知覚に焦点をあてるレンズと

しての機能が重視 されている。また身体は, 常に

変化する状況に応 じて自らの反射能力に従って効

率的な動 きを行 うことので きる賢 さを備 えたも

のとして考えられている。C.I. における即興の動

きは, 他者 との体重のや り取 りか ら自然発生的

に生 じるものである。その際 心は身体の反射

能力 を信頼 し, 今ここで身体が経験 している動

きの感覚に気づき続けることが重視 されるiv。一

方, パクス トンが指摘するように, 日常生活にお

いて心は思い出の中や将来の計画へ と容易にタイ

ム ・トラベルすることができ, 心が長い間, この

瞬間の身体にあり続けることは稀なことであるv。

arriving"と は, こうした心のタイム ・トラベ

ルか ら心 を身体に到着させC.I. の実践に必要 とさ

れる身体と心を準備すること, と捉えることがで

きる。

3. まとめ

C.I.における"arriving"と いう語は, C.I.の実

践において必要な身心の状態をつ くりだす導入部

を指す語 として用いられてお り, それは日常生活

における様々な心の動 きを静め, 心を今ここにあ

る身体に到着 させることと捉えられる。

i 本 研 究 者 はC
.I. に お け る"disorientation"の 概 念 に

つ い て 考 察 し2006年6月 の 学 会 定 例 会 に て 研 究 発 表

し た。
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